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　　　　　　　　　　　治療成績
Table　5に示す。世界保健機．購の勧告に．二って
　　　　　　　　癌の認．められない患者数　　治癒率＝一
　　　生存率＝t
とした。
　　　　全患者数　　　　，
とにかく生存している患者数
全患者数
69
Table　6に治療法別に成績をわけて見た。
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Note：　The　date　of　first　treatment　for　caneer　is　taken　as　the　starting　point　for　this　assay．．
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第1，2期を合せるとSeitz，　Wintzによったものが13
例，分割照射によったものが42例ある。おのおのの治癒
率を見るとSeitz，　Wintzでは23％（3／13）．分割照射では
62％（26／42）で分割照射の：方が遙に有効であるように見え
る。私達も分割照射の：方が有効ではあると考えているが，
この結果を額面とうり受取るのは妥当でないと思う。とい
うのはSeitz，　Wintz照射法によった患者は昭TM　28年1月
以前からの継続患者で，随って癌が治り切らずになお治療
を続けていたという場合が多いと考えられるからである。
　　　　　　　　　　副　作　用
　全身倦怠，食思不振，膀胱炎，直腸炎はしばしば相遇す
るが記録の不備から纒めることが出来なかった。ただ特に
注意されたのは直腸潰瘍である。Table　6に治療法別と発
生数を示したが総計10例あった。（｝．　H．Two血bly等3）は
直腸膣痩，直腸潰瘍，直腸出血は発現が平均11．5箇月で
11β％に認められ，直腸膣旗〔これは癌と放射線双方によ
るものが多いので）を除くと6．6％であったと報告してい
る。私達のは1箇年の調べで既に12％現われているのを
見ると発生率は高い。これにひき’かえ膀胱溢泌，膀胱潰瘍
等は全く認められなかった。　これは前記のTwombly等
の報告では発現が平均22箇月で8．8％（但し痩を除くと4．6
％）であった．という。私達の併合1例も見られなかったの
は調査期聞の短いせいもあるかも知れないが，問題はそれ
だけではないように思う。またTaPle　6に見えるように直
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腸潰瘍は手術＋エックス線照射には見られず，ラヂウム＋
エックス線照射の場合ばかりである。直腸潰瘍は患者を相
当悩ますので，その発生を少なくするために治療法を改善
する必要がある。なお直腸膣塵は工例に見られたが，これ
は癌の浸潤によって生じたものと思われる。
　　　　　　　　　　総　　　括
　1．子宮頸部癌82例の治療開始後1箇年の成績を纒め
た。
　2．治癒率は第1期59％，第2期47％，全体では40％
であった。
　3．生存率は第1期93％，第2期87％，第3期43％，
全体では78％。
　4．放射線障害として直腸潰瘍が12％に認められた。
　終に臨み本学産婦人科学教室大野教授，明石教授の御指
導，並びに御援助，さらに同教室員諸氏の御助力に対して
深く感謝致します。　　　　　　　〔昭和32．1．28受付）
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